
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌医の会全国協議会第５回全国交流大会 12月 8日 連合会館 

 

「令和３年度優良土づくり表彰」 ～受賞者の表彰と成果発表が行われました～ 

農林水産省農産局長賞は、個人部門の日東エフシーの大黒弘恵さんの「カリウムの増施によるカー

ネーションの葉先枯れの抑制」が受賞されました。 

      

 

優良土づくり表彰受賞者（敬称略）・受賞テーマ 

【個人部門】 

 ★農産局長賞  

   ・大黒 弘恵  日東エフシー株式会社 「カリウムの増施によるカーネーションの葉先枯れの抑制」 

★日本土壌協会会長賞 

・五十嵐 総一  長崎県農林技術開発センター 

      「草花栽培における適正施肥と有機物を主体とした低成分配合肥料の開発」 

・松田 晃   山形県最上総合支庁 

「施肥試験や土壌分析による水稲の施肥改善に向けた取り組み」 

★全国協議会会長賞 

  ・野々下 昌利  大日本産肥株式会社 

      「ソルファインを使用した土壌還元消毒による施設栽培ナスの青枯れ病軽減と生育改善」 

・令和 3 年度優良土づくり表彰 

農林水産省農産局長賞に 

大黒弘恵さん 

・「肥料コスト低減体系緊急転換事業」 

 のご紹介 

・データ駆動型土づくり推進事業 

 各地の様子 

・日本土壌協会からのお知らせ 

土壌医の会全国協議会 

大黒 弘恵さんの成果発表 
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  ・上原 浩司  アグロカネショウ株式会社 

      「土壌分析データを活用し、ブドウの収量・品質を向上させるための取組みについて」 

  ・西澤 博文  株式会社生科研 

      「茶園の土壌改良とお茶の品質向上対策」 

  ・坂本 浩介  東京都農林総合研究センター 

      「コマツナ・ホウレンソウにおける黒ボク土に過剰に蓄積されたリン酸の有効活用」 

【土壌医の会部門】 

★日本土壌協会会長賞 

・竹腰 恵  片倉コープアグリ土壌医の会  「ユリの生育障害に対する原因究明と防除策」 

   ・両総土壌医の会（会長：長谷川 智重）  「2020 年度（一部 2021 年度）活動実績」 

★全国協議会会長賞  

  ・江原 良太 片倉コープアグリ土壌医の会  

「未利用有機物による土壌還元消毒とその効果の評価方法について」  

    ・山中 啓史 片倉コープアグリ土壌医の会 

        「データ駆動型土づくり推進 – カンキツ園での土壌診断項目と糖度との関係解析の試み」 

 

   

 

           

   

五十嵐 総一さんの成果発表 

長谷川 智重さんによる活動報告 



☆土壌医の会活動報告 表彰者の発表に引き続き土壌医の会の活動報告が行われました。 

   

 

              

     

  新型コロナウイルスの影響で活動が困難な中での 

皆様のご活躍に拍手を送ります！ 

          来年も多くの皆様の応募をお待ちしています！！ 

 

 

「肥料コスト低減体系緊急転換事業」  のご紹介 

１２月２０日に令和３年度補正予算が成立しました。一般会計の総額は 35 兆 9,895 億円で過去最大です。そ

の大部分が経済対策関連ですが、土づくりに関係する予算もあります。 

その一つが「肥料コスト低減体系緊急転換事業」（45 億円）。12 月 15 日～17 日に農林水産省で web 説明会

が開催されました。 

こちらに説明資料が掲載されています。 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/211208.html 

 

九州土壌医の会 

会長 大畑和生氏 

首都圏土壌医の会 

会長 高山晃氏 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/211208.html


事業の背景にあるのは、最近の肥料価格の上昇。これを受けて施肥コストの低減等に取り組む農業者の支援を

行うものです。具体的には、農業者が土壌診断を行い、それに基づいて施肥コストの低減に取り組んだ場合、土

壌診断に係る費用は全額、施肥コストの低減に取り組む費用は 1/2 が補助されます。 

土壌診断については、分析費用だけでなく、土づくり専門家等への相談料等に係る費用も補助となります。ま

た、生産者自らが 50 万円未満の土壌診断装置を購入し土壌診断を実施した場合は、装置の購入費や診断に必要

な消耗品費が補助されます。 

施肥コストの低減としては、肥料コストや施肥量を低減する技術の導入、低コスト肥料や国内の地域資源を活

用した肥料への切替、があげられています。 

肥料費は補助の対象外ですが、堆肥の成分分析費や散布代行費は補助の対象となります。 

また、堆肥など大量に施用しなければならない肥料の場合は、運搬費も補助の対象となっています。 

説明資料の３ページに取組イメージとして、いくつか例が掲載されていますので、これを読んでいただくと良

いかもしれません。 

 

補助を受けるためには、都道府県ごとに設置される都道府県協議会に申請を行い、審査を受けて採択される必

要があります。公募の時期は未定ですが、説明会では 2 月上旬ごろを予定しているとのことでした。 

 

おつきあいのある生産者の方からご相談がある土壌医の方がいるかもしれません。また生産者で土壌医の資格

をお持ちの方は、自らこの事業に申請される方もいらっしゃるかも知れません。 

 

農林水産省では、公募の情報等をホームページで随時提供していくとしています。土壌協会でもご関心の土壌

医の方には情報を提供していく予定ですので、ご連絡下さい。 

 

 

データ駆動型土づくり推進事業 ～各地の状況～ 今年度、新たに加わった地域での様子です。 

             

 

 

 

群馬県（藤岡市）

での土壌調査 

 

土壌医の 

井田さんに 

ご協力いただき

ました。 



 

 

        

                    

 

 

 

 

広島県での 

オリエンテーション 

  

土壌医の森さんが中心となっ

て、この地域の土壌調査が現在

進行形です。 

＊オリエンテーションには 

広島県立吉田高校の金谷先生や 

庄原実業高校の堀内先生も 

ご参加くださいました。 

 

宮城県での 

オリエンテーション 

 

あいコープみやぎに 

出荷されている 

生産者の皆さんが 

調査に参加中です 

 

 

千葉県我孫子市の 

先祖代々400 年以上 

農業を受け継がれて

いる生産者さんにも 

調査に協力していた

だきました。 

（近所のお寺に 400

年前の記録が残って

いるのだそうです。） 

若い皆さん 

日本の農業を 

よろしく 



～日本土壌協会からのお知らせ～ 

・土壌医資格登録者等レベルアップ研修会 

 開催日時 ： ２０２２年１月 14日   ◇参加費 12,100円 ◇詳細 https://www.doiken.or.jp/training.html 

 会場  ： 連合会館  （東京都千代田区神田駿河台 3-2-11） 

 テーマ ： [土壌分析等データ活用に 

よる土壌・作物診断と改善対策] 

 カリキュラム   

 

・日本土壌協会研修会テキスト販売 

  土壌医の会会員の皆様には下記 

の価格で土壌医検定受験者向けの 

研修会テキストを販売しております。 

   2，3級レベル   1,100円 

1級レベル     2,200円 

     ＊ 送料      360円 

 ご希望の方は 

  研修会テキスト代金に送料 360 円 

  を加えた金額を下記口座にお振込 

みの上、kouno@japan-soil.netに  

メールでお申し込みください。 

 

振込先： みずほ銀行 九段支店 

金融機関コード 0001-532 

普通口座： １５２４００３ 

口座名義： 一般財団法人 日本土壌協会 

 

今年も残りわずかとなりました・・・ 

    皆様のご意見やご活躍の様子を、kouno@japan-soil.net までお寄せください。 

  「土壌医ネットワーク」 https://soil-doctor.net/  もぜひご活用ください。各地で頑張っている土

壌医、土づくりマスター、アドバイザーの皆さんとの交流ができます。土壌医ネットワークでの情報交換で、

地域を超え地域を結ぶズーム研修会も開催されています。 

 

皆様の益々のご活躍を祈念いたしております。 

よいお年をお迎えください。 

https://www.doiken.or.jp/training.html
mailto:kouno@japan-soil.net
mailto:kouno@japan-soil.net
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